
移乗災害時の「困った！」に、できる備えと対策を  

1. 移乗時の回路・頚部の保護 

【移乗時および車椅子での回路管理】 

車椅子などへの移乗の際には、災害時は照明が十分ではないなど、平時とは異なる環境となりま

す。そのため、回路の牽引が無いように回路のゆとりを十分に確保し、カニューレ抜去に陥らないよ

うに最大の配慮が必要です。 

【頚部およびカニューレ部の保護のための頚椎カラーの活用】 

フィラデルフィアカラーなどを用いて移乗や移動時の安定性を高めている方もいます。 

 

2. リフト移乗 

リフトが充電式か否かを確認する 

移乗時に停電するということが考えられるため、リフト移乗中の対応方法の確認を定期的にしてくだ

さい。 

・ ベッドセット型 

・ 櫓型 

・ 床 

・ 天井走行型 

 

3. リフト移乗が使用できない場合 

【バスタオル等での移乗方法と必要人数】 

ティルト&リクライニング式車椅子の背面シートを可能な限り倒して、フットレストを挙上させて、ベッ

ドから車椅子への横移乗をしやすくします。 

当事者の背中の下にバスタオルを寝返りさせながら敷きます。寝返りの際には人工呼吸器の回路

には十分気を付けます。移乗の際には最低〇（３～4）名必要で頭部、体幹部、足部を支えながら当

事者を平行に移動させます。 

車椅子移乗後は、ベッドへ戻ることを考えて、バスタオルはしいたままになると思います。その場合

は、タオルの皺などで皮膚トラブルが生じないように、当事者に痛みの有無などを定期的に確認し

てください。 

災害時にバスタオルでの移乗が予測される場合には、平時に複数回の練習を経験する必要があり

ます。 

 



4. 移乗支援に関する福祉用具での方法と必要人数 

スライデングボードなどを用いる場合には、ボードの上を滑らせて移乗するため、介護者の人数を減

らせたり、介護者の身体的な負担は軽減できたりしますが、滑りやすい構造のために、転落の危険

性が高まります。 

フレックスボードは、対象者が寝た状態から安全に以上することができます。ただし、その介助に合

わせて、ティルト&リクライニング車椅子の準備およびベッドの高さを合わせる手段（非常時電源の

活用）が必要となります。 

災害時に使用が見込まれる場合には、平時に複数回の練習を経験しておく必要があります。 

 

5. 昇降機  

車椅子用電動昇降機を使用して自宅への出入りをしている方において、スロープや人力での代替

手段の準備は非現実となります。非常時電源の確保は必須となります。 

 


